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【問　　題】
1．幼稚園教育要領，学習指導要領等と幼小接続 1）
国立教育政策研究所（2005）が適切な教育課程を編成
し，実施するために基本的な考え方を示して以降，幼児
期から児童期への教育の接続が取り上げられるように
なった。2010年には，幼児教育の充実を図るために『幼
児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について
（報告）』が報告され，目標・教育課程・教育活動の 3 つ
の観点から幼小接続の体系を捉えている。幼児期の教育
は児童期の，児童期の教育は幼児期の，それぞれの教育
の内容の深さや広がりを十分理解して先の学びの見通し
を持った幼児期の教育課程の編成・実施や，学びの過程
を見通した小学校での教育課程の編成や実施が求められ
た（文部科学省，2011）。平成20年の学習指導要領や幼
稚園教育要領等の改訂では子どもの交流や幼小相互の連
携について明記され，さらに幼小接続が行われるように
なってきた。
幼児教育と小学校教育の連携・接続の実態は，幼稚園
（お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター，2005）
や保育所（松嵜ら，2008）の幼小接続・連携の現状や意
識，課題に関する全国調査がなされている。幼稚園・保
育所・小学校を対象とした草加市教育委員会（2016）や
千葉市幼保小連携・接続検討会議（2016）など自治体に
よる調査も数多く実施されており，子ども同士の交流は
多くの園・学校で実施されているという結果が明らか
になっている。一方，品川区（2010）や横浜市（2012），
北区（2013）等でそれぞれの特色を踏まえた接続期の
カリキュラムが作成されているが（松嵜・無藤，2013），
地域や学校によって取り組み状況の差が大きいことがわ
かってきた（松嵜，2017）。しかし国立教育政策研究所
（2017）によると，幼小接続カリキュラムを作成した自
治体等は，平成23年度には51であったが，27年度には96
と倍増している。
平成27年 3 月の学習指導要領改訂においては，それぞ
れの校種や教科で育つ 3 つの資質・能力が示され，保育
課程や教育課程の接続が重視されている。子どもたちは
「主体的・対話的で深い学び」を行うように求められて
おり，教師が一方的に子どもに教える教師主体の教育で
はなく，これまで以上に子どもたち主体の学びを尊重し
た教育へと転換することになる。
これまで，０（ゼロ）からスタートする子どもたちが
スムーズに小学校生活を送ることができるように，入学
当初に適応指導が行われることが多かった。上履きの履
き替え方やロッカーの使い方，トイレの使い方，手の挙
げ方等，学習面だけでなく，生活面についても多岐にわ
かって細かい指導がなされてきた。しかし神永ら（2016）
は，このような指導をしている教師は，「子どもが素直
に指導に従っていることで困り感を持たず，学校種間の
移行の中で戸惑う子どもの内面に気付いていない」と
述べている。適応できずにいる子どもは教師にとって
「困った子」であり，決して「戸惑っている子」である
とは捉えられていないのである。
しかし実際には，子どもたちは幼稚園等の幼児教育で
さまざまな遊びや活動に主体的に取り組む中で，多くの
ことを学んでいる。そのため，今後は学校生活への適応
に加えて，子どもたちのこれまで育ってきた姿を生かし
ながら，小学校での学びを行うことが必要である。
レイヴら（Lave, J. &Winger, E., 1998）は状況によっ
て学習が成立するという「正統的周辺参加」を主張し
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た。これは，自分でできるようになる前からその場の活
動や状況に自ら参加して分担し，モデルとなる人を観察
することでスキルを学ぶだけでなく全体的な工程を把握
したり，そこでの他者との関係を学んだりするというも
のである。新奇なものに好奇心を持って関わろうとする
という意欲的で主体的な存在である子どもの様子をもと
に，子ども主体の教育を実施するためには，子どもの興
味関心や，それまでの経験や学びの履歴等を教師が理解
して，子どもに適した教育を実施することが必要である。
神永ら（2016）は，幼児期から児童期にかけて遊び
や学びの様相が発展していく姿を，「遊び込む─学び込
む─学び抜く」と捉えている。スタートカリキュラム
は，「学校生活への適応」のために実施するだけではな
く，子どもが安心して学校生活に臨み，意欲と自信をもっ
て伸び伸びと自己発揮すること，さらに「仲間と共に学
び込む力が育つこと」としている。
OECDが2017年に発刊したStarting Strong Vは各国の
幼小接続を取り上げて，各々の現状や課題を挙げている。
幼小接続はこれまで学校環境に向けて子どもたちを準備
させる「就学レディネス」と考えられ，保育施設の学校
化，例えば保育の長時間化や，教え込む教授法，学習内
容を重視して，遊ぶ時間の減少が行われてきた。しかし
現在では，子どもの発達を鑑み，適切な活動や指導方法
であるかを問うようになって，小学校が子どものための
準備をすると考えられるようになってきた。
文部科学省・国立教育政策研究所（2015）から「スター
トカリキュラムスタートブック」がスタートカリキュラ
ム作成のため指針として出された。その中では「安心」
「成長」「自立」がキーワードとして述べられている。さ
らに「 0 からのスタートではない」とされており，学び
は小学校入学から始まるのではなく，幼稚園等の幼児教
育から始まっていることを明記している。そして，入学
後は「幼児期の学び」を生かして小学校教育を始める
とされている。今回改訂された小学校学習指導要領では，
生活科を中心として国語，算数など様々な教科も含めて
スタートカリキュラムを作成し，実施することになった。
2 ．幼児教育における育ちの姿
幼児教育においては，保育者が子どもを肯定的に捉え
一人ひとりのよさを理解した上で，共感的に関わりなが
ら子どもが学ぶ姿を引き出すことができる保育環境を構
成する。そこでは，子どもの力を信頼し，主体的に環境
と関わり活動する中で「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」が育つ。経験する内容は園によって異なるが，
熱中して取り組んだ姿や，仲間と協同して遊びを発展さ
せた姿は，幼児教育の経験を経て子どもに見られるもの
である。
2017年に小学校学習指導要領と同時に改訂された幼稚
園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園
教育・保育要領では，「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」が示された。これらは，幼稚園等での遊びや生
活の中での様々な経験を通して育ちがみられる姿を示し
たものである。「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道
徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考
力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量・図形，
文字等への関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな
感性と表現」の10項目である。
これは，幼児教育において育みたい「知識・技能の基
礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう
力・人間性等」の 3 つの資質・能力を 5 領域の保育内容
で実施して，育まれる方向を示したものである。しかし，
これらは幼児期の終わりに完成するものではなく，小学
校入学した後もさらに伸びていくものである。
3 ．「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点か
らの見取り
小学校学習指導要領解説　総則編（2017）の「第 3 章 
教育課程の編成及び実施　第 2 節 教育課程の編成 4  学
校段階等間の接続」の項に，「⑴幼児期の教育との接続
及び低学年における教育全体の充実 」の節が加えられた。
そこでは，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を
踏まえた指導を工夫することにより，幼稚園教育要領等
に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏
まえて教育活動を実施し，児童が主体的に自己を発揮し
ながら学び に向かうことが可能となるようにすること」
とある（下線筆者。以下同じ）。子どもは幼児期の教育
で育ってきており，その姿を引き継ぎ，さらに生かして
小学校教育を行うことが求められる。「特に，小学校入
学当初においては，幼児期において自発的な活動として
の遊びを通して育まれてきたことが，各教科等における
学習に円滑に接続されるよう，生活科を中心に，合科的・
関連的な指導や弾力的な時間割の設定など，指導の工夫
や指導計画の作成を行うこと。」とある。さらに小学校
学習指導要領解説　生活編（2017）にも，「入学当初を
はじめとした低学年の時期において，生活科が中心的な
役割を担いつつ，各教科等との合科的・関連的な指導の
一層の 充実を図ることが求められている。」（第 5 章第
2 節）とされており，子どもの発達や生活を考慮して生
活科を中心としてスタートカリキュラムを作成して，実
施することとされている。
また，「幼稚園教育要領に示された『幼児期の終わり
までに育ってほしい姿』を手掛かりに，幼児期の実態を
理解し，自覚的な学びとして期待する児童の姿を共有す
ることが出発点となる。指導計画の作成に当たって，遊
びを通じた総合的な学びから小学校教育への円滑な接続
を図るためには，児童の学習環境についての見直しが必
要である。児童にとって，分かりやすく学びやすい環境
づくりを心掛けることで安心し，幼児期からの学びと育
ちを生かす活動を意図的に設定することで成長を実感し
ながら，自ら考え，判断し， 行動することを繰り返すこ
とで，自立に向かうようにすることが大切である。」（小
学校学習指導要領解説　生活編）と，具体的に示されて
いる。
これらの記載は，学校生活に適応することだけを目的
としたものではない。「低学年における教育全体におい
て，例えば生活科において育成する自立し生活を豊かに
していくための資質・能力が，他教科等の学習において
も生かされるようにする」（小学校学習指導要領　総則
編），「低学年における教育の全体を視野に入れて，生活
科を柱にした教育課程を創意工夫していく」（小学校学
幼児教育の学びを生かしたスタートカリキュラムの実践
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習指導要領解説　生活編）とされていることから，低学
年教育全体につながることを念頭に置いて，接続に取組
むことが考えられている。そのためには，子どもをこの
10項目の観点から教師が読み取り，スタートカリキュラ
ムに生かして教育することが必要である。
しかしながら，これまで幼児教育と小学校教育とでは，
ねらい・目的や教育方法が異なるため，小学校教師と幼
児教育の保育者とでは子どもの見方が異なり，相互に理
解することが難しかった。子ども自身は変わらないにも
かかわらず，園での子どもの捉え方と小学校の見方は同
じではなく，幼児教育と小学校の子ども観や，保育観，
教育観の違いが反映されているためである。
そこで本稿では，子どもの「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を入学後に見取ることができるか，そ
の姿とスタートカリキュラムの実践との関連について吟
味し，幼児期の学びを生かした小学校教育の在り方を検
討する。
【目　　的】
入学後のカリキュラム実践が，幼児教育から小学校で
の学びへとスムーズに移行するきっかけとなり，それが
さまざまな教科の学びにつながっていく。
本研究の目的は，入学直後の子どもたちの姿の教師の
捉えを明らかにすることで，スタートカリキュラムの内
容や取り組みとの関連を検討することである。具体的に
は，以下の 2 点を明らかにする。
⑴　スタートカリキュラムの実践の具体的内容，及び，
子どもの取組みの様子を明らかにする。
⑵　小学校入学後の子どもに見取ることができる「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」から，幼児教育を
生かした小学校教育のあり方を検討する。
【方　　法】
関東地方にある公立Ａ小学校 1 年生の 1 クラス（単学
級）において平成29年 4 月に実施されたスタートカリ
キュラムの内容を分析する。
授業での子どもの様子を観察する。さらに，担任教師
にクラスの子どもの「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」を評定してもらい，その背景や子どもの姿の現わ
れについてインタビューを行う。
【結果と考察】
⑴　スタートカリキュラムの実践
Ａ小学校におけるスタートカリキュラムの目標は，「幼
児期に親しんだ活動を取り入れたり，わかりやすく学び
やすい環境づくりをしたりすることを通して，児童が学
校生活に慣れ，安心できるとともに，楽しく学習しよう
とする意欲をもてるようにする」ことである。
4 月 1 か月の期間をスタートカリキュラムとしてカリ
キュラムを作成したが， 3 週目以降は教科が中心である
通常の時間割に近づいている。そのため，入学当初の子
どもに合わせて特別に編成した入学式翌日（ 2 日目）か
ら 2 週間後（10日目）までの授業等の実施内容を表 1 に
示した。
このスタートカリキュラムは，「発育測定」「 1 年生を
表 1　Ａ小学校のスタートカリキュラムの一部（ 2～10日目）
日目 曜日 業前 1 時間目 2 時間目 業間休み 3 時間目 4 時間目 昼休み 5 時間目
1 月 入学式
2 火 遊具遊び 学校行事（発育測定）
【学活】
（ロッカー等
の使い方）
【生活】
学校めぐり
（校長室）
下校
3 水 6年生と一緒 にぽっぷん
【国語】
紹介ジャン
ケン
【体育】
遊具遊び
【生活】
学校めぐり
（ 2 階）
下校
4 木 遊具遊び 【国語】 【算数】 6 年生と外遊び
【生活】
遊具遊び 下校
5 金
朝運動の
見学・行進
練習
【国語】 【図工】 6 年生と外遊び
【生活】
紹介ジャン
ケン・サー
クル会話
下校
6 月
読み聞かせ
読書ボラン
ティア
【国語】 【体育】 6 年生と3 階めぐり 学校めぐり 下校
7 火 1 年生を迎える会 【国語】 【算数】
6 年生と
3 階めぐり
【体育】
遊具遊び 下校
8 水 ひらがなのけいこ 学校行事 【国語】 外遊び 【算数】 下校
9 木 朝自主マラソン 【算数】 【道徳】 外遊び 【国語】
【学活】
はじめての
給食
給食 下校
10 金 わくわくタイム 【国語】 【体育】 外遊び
【生活】
学校めぐり
（ 3 階）
【国語】 給食 下校
 （※【　】は教科）　
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第 2 号　Ⅰ．教育科学系
─ 94 ─
迎える会」等の学校行事の時間，施設の使い方や学校の
きまりやルールなどを理解するための生活科を中心とし
た時間，各教科の時間等から構成される。最初は学校の
施設の使い方を知ることや学校生活の流れに慣れるため
の説明が多かった。しかし一人ひとりの子どもの主体性
が発揮できるような活動を設定している。その内容，及
び，特徴を以下に示す。
①学校めぐり（生活科）
入学した翌日から，生活科の授業として学校めぐりを
行った。初日は 1 年生の教室から最も近い 1 階にある保
健室，校長室，職員室を訪れた。校長先生のことを「園
長先生」と呼びかけた子どもに対して担任教師が「園長
先生と同じように，小学校には校長先生がいらっしゃい
ます。ここには校長先生がいらして，お仕事をする部屋
です。幼稚園の時は，園長先生のお部屋に入るときは，
どうしていましたか」と話した。このように，園生活を
していた時の学びを尊重して園と似ているところや異な
るところに気付けるように話しながら，小学校での生活
を知り，適切な行動が安心してできるように指導して学
習規律を身に付けていく。
学校めぐりは短い時間であるが，いろいろな場所を何
回も繰り返してめぐり， 1 週目に 3 回（ 3 日間）実施し
た。入学 3 日目には 6 年生と一緒に遊ぶ機会があったた
め，互いに顔がわかり，その後上級学年の教室にも行く
子どもが見られた。その後は徐々に範囲を広げて， 2 階
や 3 階も行った。この学校めぐりは授業時間だけでなく
休み時間にも他の学年の階を訪れる子どもがいた。入学
直後から様々な場所に出かけたり積極的に様々な人と関
わったりする時間を設定したことにより，小学校という
新しい場所を知って早く馴染むことができた。
このように入学直後から，自ら行きたいと思い，行動
するような働きかけがなされたことにより，自分から行
動する意欲的で，積極的，主体的な姿が見られた。その
結果，入学直後に学校の様々な事物や人に出会うことが
でき，子ども自身が自信を持つことができていたようだ。
5 日目の図工の時間に書いた「すきなもの」は，図 1
に示したように，好きな動物や食べ物を描いただけでな
く，ブランコや校舎など学校のことを描く子どもが多く
出現した。
さらに担任教師によると，家庭においても「校長先生
の部屋に行ってきたんだよ」など，学校での様子を積極
的に話したと保護者の声が聞かれたとのことだった。入
学直後の 1 週目から不安が少なくなり，学校に対して親
しみを持つことができて「ぼくのきょうしつ」「わたし
のがっこう」などと自分との関係の深い馴染みのある場
所として捉えるようになったと考えられる。
②外遊び（体育，業前，業間休み）
入学式の翌日（ 2 日目）から「遊具遊び」を行った。
また「校庭に出て遊ぶ」機会をほぼ毎日設定して，外遊
びの時間を作った。登校してから朝の会までの時間の
「業前」， 2 時間目と 3 時間目の間の「業間休み」には教
室で過ごすだけではなく，教師が教室外に行くように促
した。外で遊ぶことにより，例えば，子どもが乗ろうと
したターザンロープを，乗りやすいように他の子が引っ
張っているような姿が自然に見られ，幼稚園や保育所等
の仲間関係だけでなく，さまざまな子どもと関わること
ができていた。外での好きな遊びの中では一人ひとりの
子どもがその子らしさを発揮することができ，行動特徴
や社会性などが明らかになるため，教師は子どもの様子
がよくわかり，10の姿を捉えることができる。家庭で友
達の名前がたくさん聞かれるという声もあったことから，
自分のことだけでなく，すでに周囲にも注意を向けて，
クラスの仲間を意識しているようだ。
③上級学年との関わり（特活，業前，業間休み）
2 日目から 6 年生と一緒に遊ぶ時間が設定されていた。
その後も，業前，行間休みに遊ぶ時間を設定され， 6 年
生と一緒に学校めぐりをした（ 6 日目～），給食の準備
をしてもらった（ 9 日目～）など，学校行事の「 1 年生
を迎える会」（ 7 日目）以外にも顔を合わせて直接関わ
る機会が多い。 1 年生にとっては，繰り返し関わること
で，上級生が身近な人になり，親しみを深まったと考え
られる。
④園での経験を生かした活動
ジャンケンを用いたゲーム形式の「紹介ジャンケン」
を 2 日目に行った。その後 5 日目にも，楽しかったから
もう一度やりたいという子どもからのリクエストを取り
入れて，再度「紹介ジャンケン」を行った。
⑤教科学習におけるスタートカリキュラム
教科学習は 2 日目から開始した。「学校めぐり」をし
た生活をはじめ，国語（紹介ジャンケン），算数（なか
まづくりとかず），体育（外遊び）など，具体的な活動
を中心としてそれぞれの科目の導入になる学習を行い，
教科の学びをスタートさせた。また，子どもの思考の流
れに合わせて，学校めぐりや外遊びでの経験を図工の「す
きなものいっぱい」の絵で表現する活動も設定した。教
科間の内容に関連性を持たせることにより，子どもは意
欲的に取り組むことができた。
3 週目以降は教科が多くなり，業前，業間休みを以外
は教科を中心とした時間割になった。図 1　図工「すきなもの」の一例
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⑥担任教師のポジティブな捉え
教師は子どもに対してポジティブな声かけや，働きか
けを行って，子どもが安心できるようにしていた。学校
のルールを子どもに押しつけて従わせるのではなく，一
人一人の子どもを受け止めて理解しようとする様子が見
られた。一人ひとりの特徴を見取り，それを踏まえて関
わることで，子どもが安心して学校生活に慣れることが
できており，クラスの様子は落ち着いていた。
⑦他の教師との連携
担任教師は他の教師との連携していた。加配対象とな
る子どもだけでなく，その他の気になる子どもについて
一緒に見守ることにより，子どもの状態を把握すること
ができた。複数の教師の目があることにより，支援を必
要とする子どもも含めて全ての子どもが安心できるよう
だ。又，教材や学習内容を具体的に映像で示すなど可視
化されており，インクルーシブ教育のシステムが実践さ
れていた。
⑵　担任教師による「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」の見取り
1 年生クラス24名を対象に，担任教師により， 4 月末
（①）， 5 月末（②）， 6 月末（③）の時点において，そ
の姿が見取ることができる子どもを評定した（表 2 ）。
その結果， 4 月末には「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」は，クラス24名のうち10名の子どもで 1 つ，
あるいは複数の項目で見出され，全く見出されなかった
子どもは14名であった。「健康な心と体」，「自立心」，「協
同性」（ 4 ），「道徳性・規範性の芽生え」，「自然との関
わり・生命尊重」，「言葉による伝え合い」（ 4 ），「豊か
な感性と表現」ののべ14の項目で見られた（カッコ内は
見られた人数）。 4 つの項目で姿が見られた子どもは 2
名おり，子どもによる違いが大きかった。
5 月末の時点では14名のべ23の項目で， 6 月末時点で
は18名がのべ35の項目で見られた。これら 3 つの時点で
項目の姿が見取ることができたのは24名中 7 名，どの時
点でも見取ることができなかったのは 4 名であった。時
期が経つにつれて，徐々に見取ることができた項目が増
えた子どもは13名であり，半数以上だった。時期が進む
につれて見取った子どもの数，項目数の両方で増加して
いた。 6 月末なると，10項目すべてで姿が見取れた子ど
ももいた。
これらの結果から，小学校入学後の子どもを幼児教育
で育った姿の観点で育ちを見取ることができ，小学校入
学直後よりも，学校生活が進み慣れてきた頃により多く
姿を見取ることができた。しかし，この結果だけからで
は，幼児期の育った姿を小学校で発揮することができる
ようになったのか，入学後に育ったのかを特定する事は
できなかった。
⑶　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が見られ
る事例の検討
5 月末に次のようなエピソードが見られた。
表 2　各時期の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の担任による見取り
児童
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
健康な心と
体 自立心 協同性
道徳性・
規範意識の
芽生え
社会生活と
の関わり
思考力の
芽生え
自然との
関わり・
生命尊重
数量・図形・
標識・文字
等への
関心・感覚
言葉による
伝え合い
豊かな感性
と表現
①
4 月末
②
5 月末
③
6 月末 合計
1 ②③ ③ 0 1 2 3
2 0 0 0 0
3 ①②③ 1 1 1 3
4 ①②③ ②③ 1 2 2 5
5 ①②③ ①②③ ②③ ③ 2 3 3 8
6 0 0 0 0
7 ②③ 0 1 1 2
8 ③ 0 0 1 1
9 ① 1 0 0 1
10 ②③ ③ ②③ 0 2 3 5
11 ① ③ 1 0 1 2
12 ①②③ ① 2 1 1 4
13 ③ ①②③ ① 2 1 2 5
14 ② ③ ③ 0 1 2 3
15 0 0 0 0
16 ③ ③ 0 0 2 2
17 ①②③ ②③ ②③ ②③ 1 4 4 9
18 0 0 0 0
19 ③ ② 0 1 1 2
20 ③ 0 0 1 1
21 ③ ③ ③ ③ ①② 1 1 4 6
22 ③ ③ ③ ② ① ①② 2 2 3 7
23 ③ ② ② 0 2 1 3
24 0 0 0 0
① 4 月末 1 1  4 1 0 0 1 1  4 1 14 － － 14
② 5 月末 1 1  6 1 1 4 4 0  5 0 － 23 － 23
③ 6 月末 3 3  6 3 3 3 4 4  3 3 － － 35 35
合計数 5 5 16 5 4 7 9 5 12 4 14 23 35 72
人数（人） 3 3 10 4 3 4 5 5  7 4 10 14 18 20
 ① 4 月末 ② 5 月末 ③ 6 月末
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［事例 1］「おにをなんにんにすればいいのかな」
 （ 5月末，業前）
業前の時間に，ほとんどの子どもが校庭に出て，滑り
台やブランコ，ジャングルジム，タイヤ飛びなど各自が
好きな遊びをしていた。その中で鬼ごっこがやりたい子
どもが数人集まった。「おに（を）やりたい人！」と言っ
て手を挙げ，じゃんけんで鬼を決めて遊び始めた。しか
し，校庭は広くて，追いかけてもなかなか捕まえること
ができなかった。
子どもたちは，
「これじゃあ，つかまらないよ」
「おに（のかず）がすくなすぎる」
と言い始めた。そこで，
「どうすればいいのかな」
と教師が声をかけると，
「おにをふやせばいい」
「なんにんにする？」
「 5 にんにしよう」
と口々に言った。そこで，みんなで集まって再度じゃん
けんをして鬼になる子どもを 5 名決め，鬼ごっこ遊びを
再開した。
［考　察］
この事例では，外遊びでやりたい遊びをすることがで
きたり，友達を誘うことができたり，遊びの面白さに敏
感である様子を見取ることができる。しかも最初に決め
た遊びのルールに固執するのではなく，状況に合わせて
柔軟にルールを考えて相談し，その考えを互いに伝え合
い，変更していた。遊ぶ場所についても他の子どもたち
と共有できるように決めていた。
これは，10の姿と照らしてみると，体を動かして遊ぶ
（「健康な心と体」）活動である。また自分たちで（「自立
心」）鬼につかまらないという課題を認識して共有し（「協
同性」，「言葉による伝え合い」），自分たちでルールを用
いており，変更することができた（「道徳性・規範意識
の芽生え」）。
このように 1 年生でも主体的に遊びを作り出し，自分
たちで遊ぶことができる姿を見ることができた。子ども
たち自身で考えて行動することができ，うまくいかない
時もすぐにあきらめずにどうしたらよいかを考えて相談
することができた。教師が最初に環境の構成や，ルール
の提示を行い，さらに子どもたちに意見を問いながら遊
びを作ることができように工夫することで，子どもたち
は園での経験を基にして主張することができ，さまざま
な姿を発揮することができたと考えられる。
［事例 2］｢あさがおのはっけんまんになろう！｣
 （ 5月末，生活科）
生活科では，アサガオを各自が一鉢ずつタネを植えて
育てている。運動会が終わり久しぶりに鉢を教室に持っ
てきてそれぞれの机の上に持ってきたところ，成長して
たくさんの葉が出ていた。
「すごーい！おっきくなった！」
「いっぱいはっぱがある」
アサガオを見ると，違う種類の葉があることに気づい
たようだ。
「こっちはつるつる。ほかのは，ざらざら。」
「けがはえてないのと，はえているのがある！」
「つるつるのは，やわらかいねー。」
「うすいみどりいろをしてる。」
など，子どもたちは口々に話しはじめた。そのうち，Ｂ
くんが，はっと驚いたように，
「はっぱのうらのすじがちがう！こっちの（葉の）
すじはななめだけど，こっちの（葉）は，すじがまっ
すぐだよ！」
と言った。先生はＢくんのそばに行って，
「そうなの？どれどれ？」
と一緒に葉っぱを見た。すると，周りにいた子どもも葉っ
ぱを裏返して見始めた。
たくさんの「はっけん」をしたあと，先生がカードを
配りながら，「みんなは『はっけんまん』だから，はっ
けんしたことを描こうね」と促すと，子どもたちはすぐ
に机に向かって鉛筆を持ち，思い思いに絵や言葉を書き
はじめた。
［考　察］
幼稚園や保育所において，自然と関わったり，植物
を育てたりした経験がある子どもは少なくない。しか
し，事例のようにじっくりと葉っぱを眺める経験がある
子どもばかりではないと推測される。生活科の授業の中
で，自分の育てたアサガオと向き合い，観察することに
より，それまで培ってきた「自然との関わり・生命尊重」
や「思考力の芽生え」の姿が現われてくる。また，自分
で見つけたことや気づいたことを先生や友達に伝えたい
という思いが「言葉による伝え合い」になる。
さらに「つるつる」「ざらざら」「ななめ」「まっすぐ」
など自分なりの表現をしようと試みる姿は，「数量・図
形，文字等への関心・感覚」や「豊かな感性と表現」の
現われである。子どもたちの園で経験したことが卒園で
途切れるわけではなく，小学校という新しい文化の中で
発揮され，小学校だからこそ教科の学びの形態の中で精
緻化され，新しい学びの姿へと進化する様子が見られ，
それを見取ることができる。
教師は事例に挙げた場面だけでなく，他の場面でもし
ばしば子どもたちに向かって，「誰がいうのですか」「ど
うするのですか」など意見や考えを尋ねていた。子ども
たちの考えを尊重して子ども自身に決定させる機会を多
く作っている。このような教師との日常のやり取りが，
子どもたちに自分の考えを表現することや自分で決定す
ること，様々な事柄について興味を持つことは価値があ
り探究することは面白いことなど，学校に対して親しみ
を持ち，主体性を持つ異議を持つことができた。
【総合考察】
本研究では，入学当初のカリキュラムであるスタート
カリキュラムの内容と子どもの様子を検討することによ
り，スタートカリキュラムが目指すものを明らかにする
ことである。
入学直後から，学校めぐりや校庭での外遊びなど，教
室の外に出て行う活動の実施や，一緒に遊んだり学校め
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ぐりで 6 年生の教室に行ったりするなどの上級学年との
積極的な交流，具体的な活動と関連させた教科学習等，
時間割の工夫を行ったり，子どもの特徴や園でのそれま
で経験を生かしてスタートカリキュラムを実施した結果，
子どもは授業やそれ以外の活動に主体的，積極的に取り
組む姿が見られた。
また，教師が「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」の姿を子ども一人ひとりの中でとらえようと試みて，
子どもの姿をポジティブに捉え，他の教師と連携しなが
ら情報を共有していた。その結果，今まで以上にそれぞ
れの性格や行動特徴をより正確に把握することができた。
子どもに寄り添い，姿を引き出すことにつながるような
活動や環境を準備して，関わりを持つことができた可能
性が示唆される。
外で活発に体を動かして遊ぶことにより，エネルギー
を発散し，遊びと授業との区切りを明確にすることがで
き，子どもたちは教師から指示されなくても次の授業の
支度をしたり，前の授業時に終わらなかった課題に取り
組んで完成させようとしたりする姿が見られた。またど
の授業や活動に対しても自信をもって取り組んでいる姿
がみられたが，これは見通しを持ちながら学校生活を過
ごすことによって，自分で考え，判断することができる
姿が出てきたと考えられる。このような姿は，入学直後
にはそれほど多くなかったが，学校生活に慣れてくるに
従って多くの子どもに見られるようになり，しかも多く
の項目で姿を見取ることができた。
これは，教師が子どもに寄り添いながらポジティブに
子どもを捉え，支持的な関わりをしたことによって，子
どもの姿が現われたと考えられる。また，このような教
師のかかわりは，子どもと教師との関係だけでなく，子
ども同士の関わりに影響を及ぼして，クラスの雰囲気を
作っていった。そして子どもたちは，これまでの幼児教
育の中で培ってきた姿や現在の様子を教師や友達から認
められることによって，自分で思考し判断し，行動に示
すことができたと考えられる。
具体的な遊びや単元のような保育と教育内容を接続す
るのではなく，幼児期からの教育により育っている姿を
可視化し，子どもの中にあるものが目に見えるような状
況を作ることが幼小接続には必要である。そしてその姿
を可視化する手立てとして，「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」の観点は子どもたちを捉えることに有効で
あると考えられる。また，子どもの主体性が発揮で活動
を取り入れたスタートカリキュラムを作成して実施する
ことは，子どもの力を引き出す状況を作ることになり，
さらに小学校教科という学びの体系化によって，その能
力が伸びていくと考えられる。
【まとめと今後の課題】
本研究から以下のことが見出された。①小学校 1 年生
の入学後のスタートカリキュラムを検討した結果，子ど
もの主体的に学校を知ろうとしたり，教科等を自ら学ぼ
うとする様子が見られ，友達を気遣ったりクラスの雰囲
気を作っていく様子が見取ることができた。②「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」の担任評価から，これ
らの観点は，入学後に多くの子どもから見取ることがで
きた。さらに時期が経つにつれて，幼児教育の育ちを見
取ることができる子どもや項目の数は増加していた。子
どもの姿は幼児教育とつながっており，スタートカリ
キュラムを，子どもの幼児教育で育った姿を意識したう
えで実践して，一人一人の子どもが持っている姿や力を
発揮したり，さらにそれを伸ばしたりすることができる
場面や機会を教師が作ることによって，子どもたちは安
心することができ，主体的な学びを行う様子が見出され
た。
Staring Strong Vでは，これからの幼小接続の方向性
を「子どもたちが学校生活に向けて準備することよりも，
学校が子どもたちを迎える準備をすることへ焦点をあて
ること」と述べられている（OECD，2017）。実践事例
に取り上げたように，子どもの学校化を強いるのではな
く，それまでの幼児教育の成果を生かした小学校教育を
実施することによって子どものよさが現われ，子どもが
自信を持って主体的に学んでいっている様子が見出され
た。
松嵜（2017）は，子どもの発達と学びをつなぐための
手立てとして，「主体的な学び環境の工夫」「子ども同士
の積極的な交流」「他教科や他学年の学びへのつながる
意識」を挙げている。幼児期に育った学びを見取ること
は小学校教育をスタートさせるためには必要であるが，
それだけは十分ではない。スタートカリキュラムを始め
として低学年教育では，一人一人の子どもの姿を見取っ
た学びを，子どもの学ぶ意欲を小学校教育の中で無理な
く伸ばすための教育内容や方法を検討することが求めら
れるだろう。
しかし，次のような課題がある。第一にスタートカリ
キュラムによって安心した子どもたちは教科の学びへの
つながりを明確に示すことができなかった。 2 学期以降，
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」がどのように
変わっていくかも含めて丁寧に検討する必要がある。
第二に，今回は入学後の子どもを調査対象としたため，
入学前の姿との関連を検討することができなかった。そ
のため，今後は在園中の様子から調査を行い，入学前後
の姿の育ちを検討することが必要である。
第三に，本研究では 1 クラスのみを対象としたが，他
の学校やクラス，子どもたちも調査して比較検討する必
要がある。今後は多くの学校のスタートカリキュラムを
吟味して，幼児期の学びを生かし，さらに伸ばすスター
トカリキュラムを確立することが求められる。
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【注】
1 ）本論文では，幼小接続を，幼稚園，保育所，認定こ
ども園等で行われる幼児教育と，小学校での小学校教
育の接続という意味で用いる。
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